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「緊急事態宣言」で急変の日々 
誰もが想定外の新型コロナウイルスの災害が世界的に広がりました。「緊急事態宣言」という、今までにな

い事態になり、特定非営利活動法人わくわくかんでもそれに対する予防や対策についてのさまざまな対処と工

夫が取組まれた 1 か月になりました。 

＜スタッフ「コロナ」研修報告＞ 

リボーンプロジェクトとボランティア響会は、就労

移行支援事業と自立訓練事業の 2 つの事業を行って

いる多機能型事業所です。当施設では、日々の申し送

りは毎日行っていますが、それ以外に 2 つの事業の

スタッフ合同の会議を月に 1回行っています。 

今回会

議の中で、

「吐しゃ

物や汚物

の処理に

ついて」

と「コロ

ナ対策の

ための消

毒液の作り方」のスタッフ研修を実施しました。 

講師は調理師資格を持つスタッフ K さんが、小道

具を使って説明し、実際に見本を見せてくれました。

吐しゃ物を発見したら、ウイルスがあると思って対応

すること。感染を広げないためにも一人のスタッフが

対応すること。手袋・エプロンなどの装備をし、吐し

ゃ物の上に新聞紙をかぶせて、中へ中へと入れていく

ようにします。最後はビニール袋で 2 重にくるんで

処理。手袋を外すときには、外側の面を触らないよう

に上手に外す・・・大変勉強になりました。 

消毒液の作り方は、次亜塩素酸ナトリウムを水で薄

めて作ります。これはノロウイルスにも効く消毒液な

ので覚えておくと便利とのこと。毎朝、専用のバケツ

に消毒液を作り、施設内の消毒に使用し、感染防止に

努めています。

 5 月 01 日（金）  リボン便り編集会議 13：00～14：00 

 5 月 17 日（日）  共同連ウェブ会議 10：00～12：00 

 5 月 20 日（水）  新規事業チーム会議 

 5 月 21 日（木）  理事会 15：00～  法人総会 18：00～  

 5 月 27 日（水）  現場協議会 16:30～ （スカイブリッジ）             ＜わくわくかん 5月予定表＞ 

汚物に見立てた茶葉を包んでいるところ 

2020 年 5月号 No.230 

リボン便り 

ＳＳＫＵ 
 

NPO 法人わくわくかん 
編集 〒115-0044 
東京都北区赤羽南 2-6-6 
TEL：03-3598-3337 

シャケZoくん 

http://www.wakuwakukan.net/ 

？？なぜリボン？？ 

生まれ変わった 

再生したという意味の 

（Reborn）。 

新しく生まれ変わる 

「便り」にしたくて、名付けました。 

「手は感染症の運び屋です！」 
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たけのこと豚バラ肉の 

オイスター炒め（二人分） 

あく抜きしたタケノコ半身 ごま油少々  砂糖 小さじ１ 

豚バラ薄切り肉  １５０ｇ しょうゆ 大さじ１ 

しめじ 適量  オイスターソース 小さじ２ 

 

・たけのこは食べやすい大きさに切り、しめじは根元を切

り落としてほぐしておきます。 

・フライパンにごま油をいれて豚バラ肉を加え肉の色が変

わるまで炒めます 

・たけのこけ・しめじを加えて３～４分炒めます。砂糖、

しょうゆ、オイスターソースで味付けし炒めます。一度冷

ますと材料に味が染みて美味しく仕上がります。 

旬のタケノコ料理 

  

 

コロナ対応で配食事情も激変 

～ 検温・マスク・手洗い・無料保管箱・時短 ～ 
 

配食サービスは地域の高齢な方へのお弁当の宅配を
中心にしていますので、コロナへの感染に十分に気を
つけながら営業を継続しています。昼の宅配は、地域
の B 型作業所や移行支援がコロナの影響で休業や食事
提供を中止しているため、いつもより 20 食から 30
食減少しています。夕食が、逆に微増な状況です。や
はり、食事に困っているという方がこういう時は増え
るということを感じます。 
そうした食数の減少に伴い、現在の当事

者スタッフの稼働時間は、8：30～17：
00と通常より朝は、30分遅く開始し、終
了は1時間早く終われるようにしています。
毎日自宅での検温を行い、37.5 以上の方
は自宅待機をお願いしていますが、今のと
ころ風邪などを含めて発熱する方はなく、
順調に営業を継続できています。もちろん、
マスクの着用、手洗い、うがい、人込みに
行かない、体調の変化があったら速やかに
報告などお願いしています。 
また、お客様の要望で配達員と接触した

くない方のためには、お弁当の保管箱を無料で貸し出
し玄関先などに置いて、その中にお弁当を入れるよう
にしています。 
例年ですと、3 月終わりにお花見を兼ねた配食サー

ビスの全体ミーティングを行います。全体ミーティン

グは、配食サービスで 3 か月に一度行われるミーティ
ングです。当事者ST・非常勤ST原則全員参加のミー
ティングです。3か月に一度ですので、3月（お花見）、
6月、9月（暑気払い）12月（忘年会）と季節のイベ
ントに合わせて行っています。 
◆【3 密】の全体ミーティングは中止 
全体ミーティングでは、お弁当の販売数や配食サー

ビス全体の収支など報告を行い、検討事項や大切なお
知らせなど盛りだくさんです。参加者は、20
名を超えることが多く、にぎやかな集まりで
す。 
地下の窓がないスペースに、20 名以上の

方が至近距離に集まり時にお茶を飲んだりし
ながら話をする「全体ミーティング」は、ま
さにコロナの「三つの密」に当てはまります。
ということで、桜も咲きお花見にも良い状況
でしたが、全体ミーティングは中止にしまし
た。全体ミーティングで提案したいと思って
いたこともあったのにと、残念がる声もあり
ました。また、このままですと6月の全体ミ

ーティングも開けるか疑問なところです。いつまで、
続くか先が見えない状況ですが今できること食数の変
更などで見えてくることもあるかと考えています。と
にかく「感染しないこと」「コロナのストレスに負けな
いこと」を各人が実践できることを願っています。

生のタケノコはあく抜きが大変とお思いの方も多いかと思いま

すが、４月～５月は生タケノコは大変美味しくてぜひとも召し

上がっていただきたい旬の食材です。今回は時間短縮、簡単な

あく抜き方法をお伝えしたいと思います。 

用意するもの、水１リットルに

対し重曹小さじ１は目安です。

大き目の鍋とタケノコがかぶる

量の水を用意します。タケノコ

の皮をむき、適度な大きさにカ

ット、重曹をいれたたっぷりの

お湯で弱火で３０～４０分ゆで

ます。このとき重曹を入れすぎ

ると茹で上がりが柔らかくなっ

てしまうので注意しましょう。重曹以外でもお米のとぎ汁で同

じようにゆでる方法もあります。 

収穫後のタケノコは鮮度が命。生魚と同じような意識をもっ

て、手に入れたらすぐに茹でましょう。タケノコはカリウムを

豊富に含んでおり高血圧に効果があります。もちろん食物繊維

もたっぷり。アミノ酸が多種類含まれ旨味もたっぷり。旬の野

菜を美味しく食べましょう。 

就労継続支援 A型事業 
北区赤羽南 2-6-6 
TEL：03-3598-0089 
FAX：03-3598-0089 
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自立訓練（生活訓練）事業 ボランティア響会 

コロナウイルス対策について 
感染が広がるコロナウイルスですが 

皆さんはどのような対策をしていますか？ 

感染症の一番の対策は、「手洗いです」 

 

私はうなぎ屋の息子 

 私の生まれた家は自営業でうなぎ屋を経営

しており、小さな頃から炭やうなぎにかこま

れながら育ちました。高校を中退した私は料

理の道を選び、実家のうなぎ屋の手伝いをす

る事になりました。初めは出前もちから始ま

り、串打ち、さばき、蒸しと順をへて覚え、

最終的には焼きと一通り経験しました。中で

もさばきに関しては、うなぎは落ちた後（死んだ

後）は急激に毒素がまわり食することができなくな

るため、暴れているうなぎをいかに素早く丁寧にさばくかにより仕上

がりが変わってきます。 

関東では蒸してから焼き、関西では蒸さずに焼くといった違いがあ

ります。そしてタレに通しながら、下焼き、なか焼き、仕上げ焼きと

3 度タレにくぐらせ、焦げないように丁寧に焼き上げます。そうして

焼き上げた蒲焼はほくほくあつあつでとて

も美味しいです。また、お米も、炊き上が

ったご飯をさらに蒸し器に入れ、2 度蒸ら

しをしてお重や丼に盛り付け、そこにタレ

をかけうなぎをのせ提供します。ちなみに

タレの仕込みは半日がかりで、私の実家の

タレは先代から引き継いだ注ぎ足しのタレ

でした。また、各店舗のタレの作り方は秘

伝といいますが、私の実家ではザラメと醤

油と水だけで半日かけて作っていました。

そうして作ったタレをご飯にかけ玉子を落

としかき混ぜて食べるのが私の子供の頃の

楽しみでした。ちなみにうなぎのさばき方

も関東と関西では違いがあり「関東背開

き」｢関西腹開き｣と背中側からさばくか、

腹側からさばくかの違いですが、なぜかと

いうと昔の関東の人間は「切腹」をきら

い、その由来でうなぎにかぎっては背中側

からさばくという方法になりました。 

(H.T) 

夢 に 向 け て 
 

 私の夢は自分の力で自立した生活をおくるこ

とです。 

 私は 20 代に入った直後、自分に障害があるこ

とを知り、さらに精神的な病気をわずらってし

まいました。そんな自分に自立した生活がおく

れるのか不安な気持ちがありますが、私の家族

や支援者の方々は、「自立をしたい」という私の

気持ちを理解し、協力をしてくれているので少

しずつ前に進んでいます。 

 今は家族と一緒に生活をしていますが、家族

のもとをはなれてくらすための準備をはじめて

います。あせらずに少しずつ進めていこうと思

います。 

(J.M) 

 

〒114-0032 北区中十条 1-2-18 

北区障害者福祉センター4F 

TEL 03-5963-6888 

響の作品展 
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就労移行支援事業 

リボーンプロジェクト 
〒114-0032 東京都北区中十条 1－2－18 

北区障害者福祉センター４F Tel：03-5963-6888 
 

コロナが生んだストレス！ 
アメリカの「失業保険申請数」でショック 

 

私は、この間、企業の実習体験をしていよいよ就職

かというときにコロナ騒動が起こり、リーマンショッ

ク以上に深刻な事態になるのではと心配になりまし

た。私はバブル世代も体験しているので「失われた 20

年」のロスト・ジェネレーションの

世代ではありません。でも統合失調

症になって 10 年療養したこともあ

って、ロスジェネ世代と同じような

つらい境遇を送ってきました。 

アメリカの「失業保険申請」が 3 月

3 週で 328 万人、4 週で 665 万人、4

月初めには 1 千万人、その天井を突

き抜けるグラフを見ておどろきまし

た。あのリーマンショックの時でさえ 65 万人です。

私はほぼ決めていた実習の職場が「3 密」状態である

こと、たとえ決まっても内定取り消しや賃金未払いも

あるのではと思うと神経がピリピリしました。 

海外では「コロナをもってくるな！」などの理由で

人種差別や暴行が横行しました。新型コロナで亡くな

った人が高齢者に多かったことからＢoomer remover

（高齢者の除去装置）と若い人の間でヤユすることも

起きました。日本の場合、特に多い高齢者の買い占め

や店員に対する暴言やらをみていると、互いに短慮な

ことだと思いました。 

私は、地方から関東の製造工場を

振り出しに、警備員などの仕事を

してきました。この間、精神病を

理解しない上司や家族からの押し

付けで一度故郷に帰りましたが、

根深い差別と排除にあって、私の

友だちは「ＯＫ！google ただい

ま」で音声認識してくれる「お帰

りなさい」からはじまる対話です。『緊急事態宣言』

で就労移行支援の事務所が閉鎖されることは、私から

社会関係を奪うことになるので、そうならないことを

願っています。―3月末記―      （T.F）

 

リボーンプロジェクトのコロナ対策 

テレワークで自宅業務が基本に 

３月に入り、コロナウイルスの感染がいよいよ拡

大してきました。リボーンでは、入室前の手洗いや

うがい、アルコール消毒の呼びかけを毎日するよう

になりました。また、必ず体温を測ってから来てい

ただく様お願いしました。幸いなことに

窓がたくさんあるので、常時窓を開ける

ようになりました。そして厚生労働省か

ら福祉施設に布マスクが支給されたの

で皆さんに配布し、マスク着用をお願い

しました。 

４月に入ってからは感染拡大防止対

策を改めて見直し、人がよく触れる箇所

の拭き取り消毒の徹底、手洗いの徹底、休憩スペー

スの模様替えにより密集を防ぐなどを行いました。 

緊急事態宣言が出てからは、利用者の方全員に、

来所したら名簿に氏名と体温を記入していただくよ

うお願いしました。また、開所時間を1時間短縮し、

14時 30分閉所に変更となりました。4月16日か

らは、テレワークで自宅業務が基本となりました。 

コロナウイルスの影響を受けて働く方々 
障害者雇用で働いている方にも色々な影響が出て

います。オフィスでの勤務だったが、

緊急事態宣言を受けて自宅でテレワ

ークをすることになった方、時差出勤

をすることになった方、週３日出社し

残り２日は在宅勤務になった方、当初

は５月６日まで自宅待機だったがそ

の後週１回出社することになった方

などがいらっしゃいます。 

また、検温して出社することになったが微妙な体

温の判断に戸惑う方や、仕事のため・体調管理のた

めにジムに通っていたものの、休会された方もいら

っしゃいました。 

（Ｙ．Ｉ） 
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わくわくかん各事業所のコロナ対策 
 

 

配食サービス － 検温してから出勤し、報告 
 

・Ａ型の配食サービスでは、緊急事態宣言が行われた 4

月はじめから、朝検温し、出勤したら記入、できなかっ

た人は事務所の体温計で測ってからの入室になりました。 

・マスクが足りなくなったので、手作りをしました。ペ

ーパーナプキンの裏側にコーヒーフィルターをつけた使

い捨てマスクです。試供品を 3 つ作って希望の人に作っ

ています。 

・お弁当の配達の時、必ず消毒液を持ち歩いて、とどけ

る前に消毒をしています。 

 

リボーン・響 － 4 月 16 日から在宅支援を開始 
 

リボーンプロジェクトとボランティア響会では、以下

のようなコロナウィルスによる影響が出ています。 

・普段プログラムで使用しているふれあい館の貸室や障

害者スポーツセンターの体育館が使用できなくなり、実

施できないプログラムがある。例：ス

ポーツ、リラクゼーション 

・外出のプログラムに行けない。 

・通所の道のりで感染の不安がある。 

・室内の消毒を意識するようになった。 

・就職活動をしているが、求人が少な

い、面接会が次々と中止になっている。 

・施設に通所することを家族が心配し

ている。 

 

これを受けて、次のような対策を実施

してきました。 

・利用者の方、スタッフ共に検温、体

調の確認を実施。 

・次亜塩素酸ナトリウムで施設内の机や椅子、ドアノブ、

その他共用物品の定期的な消毒を実施。 

・施設の入り口をはじめ、数か所にエタノールの消毒液

を設置している。 

・決められた時間に全員が手洗いを行う。 

・施設内の机やいすの配置を変更し、人との距離を 2 メ

ートル以上とるようにしている。 

・プログラムの参加人数を制限し、場合によっては午前

のみ又は午後のみの参加とし、大人数で過ごすことがな

いようにしている。少人数のグループに分かれて別の部

屋でプログラムを実施することがある。 

・常時窓を開けたままにし、十分な換気を行っている。

室温が寒い場合は、利用者の方に上着などで調節してい

ただいている。 

・4月 16 日より在宅支援を開始。自宅でできる活動を準

備して実施できる機会を設けた。定期的にスタッフから

利用者の方へ連絡を入れて、体調の確認や相談対応を行

っている。 

 

 

はたらっくすに参加して 

私は現在ボランティア響会に通所しています。なる

べく通所日数を多くしたかったので土曜日にも参加

していたところ、Ⅿさんと知り合うことができました。

彼の話によると毎月第 2土曜日の 15時 00分から 18

時 00 分までトライ・ザ・ブルースカイと、はたらっ

くすをやっているとのことだったので、2019 年某月

から参加を始めました。 

トライ・ザ・ブルースカイは 15時 00分から 16時

00分の間にやっていて、はたらっくすの方は 16時 00

分から 18時 00分の間にやっています。トライ・ザ・

ブルースカイでは茶話会のようなことをやっていて

雑談が中心です。はたらっくすの時間になると働くこ

とがテーマの話をします。これから働き始めたい人が

働く上での悩みや働いている人が仕事上での悩みを

話すなどをする会です。そこでは、私は聞き手に回る

ことが多いです。皆悩みを抱えながらも懸命に働いて

いるのだなぁと思いました。私も参加していく中で、

近い将来働けるようになりたいと思いました。（M.T） 
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私に起こったコロナの影響 
私は 20 歳代で精神病を発症し長い闘病生活を経て、

現在はわくわくかんのＡ型事業所配食サービスの地域

へのお弁当の配達と父が残したアパート経営で何とか

生活を維持しています。アパートも空き家が目立ち四

苦八苦です。当事者の会はるじおんの『雑草魂』の編

集長もしています。その私に降りかかったコロナの影

響を書き出してみました。 

 

①.当事者の会はるじおんの定例会が休止になった。 

②.はるじおんの外出イベントが延期になった。 

③.北区のイベント、お祭りが自粛、中止になった。 

④.そのため、作品集「雑草魂」の貴重な販路が無くな

ってしまった。 

⑤.はるじおんの助成金の報告、申請が北社協で延期に

なり、いつ、いくら今年度助成金がもらえるか、わ

からなくなった。 

⑥.わくわく配食がいつまで弁当の配達ができるのか、

休業になってしまうのか、また閉鎖になってしまう

のか、心配する人が増えた。 

⑦.「.緊急事態宣言」下で不要不急の外出ができなくな

った。 

⑧.当事者活動は必要で、急務だと主張したいが、その

場がなくなった。 

⑨.休止がそのままコロナを理由に、口実にして閉鎖に

なるのではと心配になった。 

⑩.「.緊急事態宣言」前後から夜あまりよく眠れなくな

った。睡眠時間が 4～5時間に減った。疲れが取れ

ない。 

⑪.お弁当の自転車での配達の質と量が増えた。 

⑫.物忘れがひどくなり、精神的、体力的に限界が近づ

いているのではと心配になった。 

⑬.社会的弱者をどこまで救済できるのかが、文明の進

歩のバロメーターと思うようになった。 

⑭.はるじおんのメンバーと情報を共有しようとして、

連絡のため何十通と手紙を書いた。 

⑮.マスクを手に入れようとして、通販で注文したがな

かなか届かない。物流が止まると都市生活は崩壊す

るので、今とても危険なのではと思った。 

⑯.暗くて重い散文詩を書いた。 

 

『雑草魂』すみれ号が力作 
「精神障がい者の苦労

とは！？」を特集する

東京都障がい者就業支

援事務所の会当事者の

会ハルジオンが出した

『雑草魂』すみれ号は 3

月 21日発行された。 

力の入った号になって

いる。座談会やテーマ

投稿、散文あり、俳句

あり、マンガありの 46

頁定価 250 円の冊子で

ある。 

ところがコロナ災害が

直撃、図書館などに置

いてもらっていたのが休館になってしまった。 

その「編集後記」は次のように書く。 

コロナウィルスの感染拡大防止のため、ほとんど全

ての集まりが、開催困難な状況となっている。マス

クなどの生活必需品の品切れも深刻な状況となって

いる。私は時間に追われる厳しい生活環境の中にい

る。精神科の主治医も心配しているのか、一日に予

定している仕事の量を減らすように指示されてい

る。医療機関の職員にもできない仕事を断るのもス

キルの一つであると指摘されている。一度倒れる

と、また再起するのに膨大な時間と労力が必要にな

ってしまう。今回の編集作業もとても困難を抱えて

の道のりだった。…それを書くのは左欄トップの

「私に起こったコロナの影響」を書いたＥ・Ｈさん

である。 
 

⑰.大学院の勉強がまったくできない。時間的、体力

的、精神的余裕を完全に失っている。 

⑱.経済的余裕もコロナショックで危ない。 

⑲.コロナショックで隣にあった銀行の支店が中板橋と

合併になり、解約を余儀なくされている。 

⑳.50年以上取引のあった銀行の支店で、アパート経営

のメインバンクで根幹をなしており、他の銀行に移

行する手続きがものすごく大変で時間がかかってい

る。

コロナウィルスでの当事者への影響 

車内での咳、スーパーで働いて 
通勤の電車内でどうしても咳が出てしまう。その時

に周りがケンカを売って来そうな雰囲気になる。電

車内で座る時に、優しそうな人の隣に座るのに気を

遣う様になった。それがストレスになっている。 

スーパーで働いていて、お店がお客さんで溢れ密接

している。コロナウィルスにうつる、という恐怖に

常に耐えて働いている。1回だけ早退した。 

スーパーに買い物に行く位しか楽しみ、ストレス発

散がない。しかしスーパーにはコロナウィルスにう

つる、というリスクが強く行き辛い。スーパーに行

く事にジレンマがある。そのスーパーに働き始めて

すぐに自宅待機になり、働くための体力が衰えてし

まったのではないかと疑心暗鬼になっている。     

（Ｍ．Ｓ）
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「新型コロナ災害緊急アクション」が政府交渉 
生活保護・居住・雇用と労働・外国人・障害者・学生で問う

 
新型コロナウイルス感染拡大に伴い仕事を失ったり、家

賃を払えなくなったり、大学に通えることができなくな

ったりする人たちが急増しています。「新型コロナ災害緊

急アクション」が「省庁との緊急の話し合い」が 4 月 16

日、衆議院第一議員会館大会議室で開かれました。（写真

は障害者への対応について発言する斎藤共同連代表〈右端〉） 

12 時から衆参厚労委員会を中心とした国会議員への申

し入れが行われました。そのあと厚生労働省、国土交通

省の政府交渉には省庁側から 20 人が参加、①生活保護

⓶居住③雇用と労働と外国人④障害者⑤学生と奨学金の

各分野別の要望がおこなわれました。 

・「生活保護」については生活保護問題対策全国会議と自

立生活サポートセンターもやいが発言、厚労省は住居確

保給付金や生保の資産要件の緩和、居宅保護など「急迫

保護」を、かなり迅速に積極的に各自治体へ制度の柔軟

運用をするよう通知を出している事を評価しつつ、現状

では自治体毎のバラつきが目立ち、水際作戦や、たらい

回しが頻発しているため、周知徹底を強く求めました。 

・「居住」については、住まいの貧困に取り組むネットワ

ークから「住まいを失う恐れがある人などに支給する「住

居確保給付金」に関し、ハローワークで求職しているこ

とが支給要件になっているため、声楽家などフリーラン

スで働く人が利用できないと更なる制度改善を求めた。 

寿越冬医療班からはネットカフェで生活していた方が避

難する神奈川県立武道館の劣悪な環境を報告、大部屋で

雑魚寝で感染拡大のおそれもある。食事提供も行ってい

ない。今後は生活保護など地域福祉との連携が重要でア

パートなど個室への転居支援が必要と提起しました。 

全国女性シェルターネットからは、「緊急の状況下におい

ても、DV や虐待の相談窓口を閉じないこと、現在北海

道では行われているように、被害者が市町村や民間シェ

ルターに逃げ込んだら自動的に一時保護を開始できるよ

うに」と切実な要望がだされました。 

・「雇用と労働」については POSSE と首都圏青年ユニオ

ンから労働相談を受けている現場で「バイトのシフトに

入れず収入が止まり家賃や公共料金が払えない」という

相談が多い。新型コロナを理由とする解雇や雇い止めは

禁止にすること、雇用調整助成金制度を企業が使ってく

れない問題について、上限額を超えると企業に負担が生

じるので申請しない。「労働者からも休業補償を直接請求

できるような仕組みを」など早急な改善を求めた。 

また、外国人労働者の多くも、日本人労働者以上に厳し

い状況に置かれている。雇用維持のための休業補償はも

とより、失業した場合の外国人労働者の生活を守るため

の緊急的な対応も必要と求めた。 

・「障害者」については共同連から提起が行われた。就労

継続支援Ａ型・Ｂ型事業者の減収補填や福祉サービス利

用停止を含めた在宅介護の崩壊への対策などを訴えたが、

厚労省は当事者の危機的状況を充分に受け止める回答と

はなっていないとして「現状を把握しているのか」、支え

になっているフードバンクもこんな時に危機にあると厳

しく追及しました。DPI 日本会議からは、障害を理由と

した命の選別を行わないこと . 情報アクセシビリティの

確保（手話、字幕、点字印刷、音声対応）が求められた。 

・「学生と奨学金」については、奨学金問題対策全国会議

が、文科省に貸与型奨学金の返済を最低１年以上の期間、

一律に返還期限を猶予すること。大学・短大・専門学校

学費の「延納・分納」について具体的な要請を行った。 
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リボーンプロジェクト Y.I 

 

先月 ご協力いただいた皆様 
東京都労働局・東京都精神保健福祉民間団体協

議会・北区障害福祉課・北区健康推進課・北区

社会福祉協議会・北区障害者福祉センター・ハ

ローワーク王子、池袋、飯田橋、上野・東京障

害者職業センター・東京しごと財団・東京都立

精神保健福祉センター・東京都立王子特別支援

学校・北区社会福祉協議会・北区教育委員会・

和希君を支える会・津久井やまゆり園事件を考

え続ける会・NPO 法人障害者の職場参加をす

すめる会・企業組合ワーカーズコレクティブキ

ャリー・NPO 法人ゆめ風基金・あしたや共働

企画・パルシステム地域活動委員会・反貧困ネ

ットワーク・特定非営利活動法人のらんど・Ｎ

ＰＯ法人ソーシャル・クリエイターズ・企業組

合あうん・共働事業所よって屋・シャロームの

家・NPO 法人太陽と緑の会・認定ＮＰＯ法人

やまぼうし・エルコープ協同組合運動研究会・

人々の経済政策研究会･新型コロナ災害緊急ア

クション・だるま舎等、お世話になりました。 

発行所  郵便番号157-0073  東京都世田谷区砧6-26-21   特定非営利活動法人障害者団体定期刊行物協会  定価100円（会費に含）む） 

▼編集後記▼ 
コロナ災害で暗い話が多い中で明るい話が目についた。機関紙交換している

オレンジコープ（泉南生活協同組合）が今年も「1000 万円の還元を実施し

ます」と機関紙『森のこえ 風のうた』が誇らしげに書いている。協同組合

には利用分量割り戻しという仕組みがある。黒字の理由は、①高齢者向け住

宅の入居率が 90％を越えた。②開所した高齢者向け住宅が満室に。③業務

提携で経費削減。④購買事業の落ち込みが止まる。⑤人件費の管理向上など

をあげる。対象になるのはオレンジコープが長い時間をかけ生産者の「顔」

と「思い」の詰まった牛乳、たまご、特別栽培米、野菜家族、果物家族、バ

ランゴンバナナ、牛家族、牛豚家族、マジックブルームのパンの登録商品の

50％値引きを８週間実施するという。それだけではない、作付会議で生産者

が体調不良で農作業ができなくなると、理事や職員 15 名が岸和田の農園に

出かけて雑草や枯れ枝をかりとり、写真入りで機関紙に報告されている。 

グループホームわくわくかん 

現在、女性 4 名の方が入居中です。皆さん、それぞれ課題を持って

単身生活に向け、グループホームを利用しています。わくわくかん

は通過型の為、3 年で単身生活への移行を目指しています。以前は

長期入院されていた方のご利用が多く、金銭管理やお部屋のお片付

け等、直接の生活支援が主流でした。近年は、ご実家と距離をおき

安定した生活を送る事を目的として、ご利用されるケースが多く、

お手伝いの内容も変わってきています。グループホームでは、どの

様な事業を運営、展開していくのか、考えなくてはいけない時期か

もしれません。 

就労支援センター北わくわくかん 
登録者（2020年 3月末） 930名 

就職者  3名（清掃2、軽作業1） 

 




